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六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol．107 
六甲山牧場の歩みと運営
／河村 貴司 
2012 年 2 月発行 

主催：六甲山を活用する会 
協力：兵庫県立人と自然の博物館 
後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会

【助成金をいただいている機関】 
大阪コミュニティファンド（東洋ゴムグループ環境保
護基金）、イオン環境財団、コープこうべ環境保護基金 

 

 第１０７回テーマ： 
六甲山牧場の歩み 

と運営 

●牧場の歴史と現状 

●牧場の動物 

●牧場のイベント・体験など 

 
 

            
 

務所、めん羊舎、牛舎、放牧場の順で説明され、羊との垣
根が無いのが特徴だと強調されました。堆肥舎での堆肥づ
くり、売店での牛乳販売、チーズ館でのチーズ製造、売店
で人気のソフトクリームなど、運営の工夫の数々も紹介さ
れました。そして、動物たちの紹介です。１３０頭と一番
沢山飼っている肉用兼毛用のコリデール種の羊、サフォー
ク種の肉用羊、ヤギ、ホルスタイン種の牛などの飼い方を
詳しく説明されました。木曽馬やミニブタ、アンゴラウサ
ギ、牧羊犬など、少数の動物も紹介されました。 
終盤は牧場の運営として、酪農教育ファームの試みや、

指定管理者更新の課題を説明され、参加者も率直に意見交
換しました。六甲山牧場の現状と課題を理解できました。 

六甲山上の楽園を維持してほしい 

六甲山上の施設の経営では皆さんが苦労されています。
人気のある六甲山牧場も例外ではなく、課題を抱えて頑張
っておられます。市街地近くで動物と自然に触れられる、
全国屈指の貴重な環境だと再認識します。市民牧場として
の維持･運営に賛同と協力が集まることを期待します。 

※詳しくは、１・２ページをお読みください。 
 

実施日：平成２４年２月１８日（土） 
     午後１時～ ３時４５分 

場  所：六甲山地域福祉センター 

積雪と風邪で欠席者が続出 

六甲山は早朝で－５℃、表六甲ドライブウェイではチェー
ンを装着していました。インフルエンザの流行とも重なっ
て、参加者の欠席が目立ちました。ガイドハウスにはボラン
ティア７名と西山ファミリー４名が集まり、定例の環境調査
と自然体験会を行いました。冬芽が大きくなって、春の到来
を待っていました。 

魚の研究者であった河村さんが牧場を経営 

講師の河村 貴史さんは大学時代から魚に関心が深く、海
づり公園に就職され、栽培漁業に携わってこられました。３
年前、海から山に上がって六甲山牧場の場長として、独立採
算の事業運営に携わっておられます。 
 昭和２５年に畜産振興を目的に開設された高原牧場は、昭
和５１年に「動物や自然との 
ふれあいの場を市民に提供す 
る」観光牧場として一般開放 
されました。昭和６１年に神 
戸市緑農地開発公社（現・神 
戸みのりの公社）に管理運営 
が委託され、平成１８年に指 
定管理者制度で現･公社が管 
理運営しています。動物を管 
理するのは人を３６５日配置する必要があり、運営の引き受
けては少ないとのことです。 

羊が自由に歩き回っているのが特長 

講演の冒頭で、出来上がったばかりの広報用ＤＶＤを披露
されました。平成４年の来場者数最盛期８０万人以来、減少
傾向で３０万人前後になっており、来場者を増やす試みの一
環です。清々しい情景に親しみました。 
続いて六甲山牧場の概況を説明されました。牧場の広さは

１２５ｈa で、標高は７００ｍ前後です。牧場施設を管理事

講師：河 村
かわむら

 貴司
たかし

 プロフィール 
1956（昭和 31）年京都府出身、55 歳。1970（昭和
55）年関西学院大学理学部化学科卒業、神戸市海
浜管理協会（現・神戸みのりの公社）入社。神戸市
立海づり公園、神戸市立栽培漁業センター、神戸
市立水産体験学習館など魚に関係する部門に勤
務。平成21年3月、初めての山関係となる六甲山
牧場に勤務し、３年目。 
 

私は六甲山の元葺合高校六甲山学舎 
に１年ほど前より住んでおり、現在は 
４人の若者がシェアするシェアハウス 
として運営しています。催しで「森の 
自然学校」を開くなど、六甲山に２０ 
代３０代の若い人がもっと来てほしいと願っています。 
 六甲山牧場は六甲山のブランドイメージがありますの
で、出かけていきたいと思います。これから六甲山牧場で
催す企画も考えますので、話を聞いていただき、一緒に活
動してください。貴重なお話をありがとうございました。

参加の感想 牛飼 勇太さん

冬の羊たち 

チーズ館と夢工房 
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講演の挨拶（河村 貴司さん） 

 六甲山牧場で場長をしていま 
す。魚に興味があり、大学では 
魚に関する研究、就職は海釣り 
公園と、ずっと魚に関わってき 
ましたが、３年前牧場に異動し 
羊牛などの家畜と関わるように 
なりました。この機会にいろい 
ろ写真や資料そろえて来ました。 

講演内容 

１．牧場の歴史と現状 
■始まりは牧草の実験栽培 
 昭和２５年に畜産振興の目的で高原牧場が開設さ
れ、約１３ha の牧草栽培実験が始まった。以来、牛
の飼育も始まり、多いときは乳牛を２３０頭くらい
を飼っていた。市内の酪農家を支援するため技術開
発をして酪農家に教えたり、昔は子牛を育てるのが
難しかったので子牛を預って大きくしてから酪農家
に帰す仕事をやっていた。 

■観光牧場として一般開放 
 昭和５１年には畜産振興の 
役割を終え、動物や自然との 
ふれあいの場を市民に提供す 
るため、観光牧場として一般 
開放された。初年度２４万人 
弱の入場以後もどんどん増え 
たが、平成４年度８０万人を 
ピークに減少に転じ、今年度 
は３０万人と予想している。  
 牧場は全体で１２５.８ｈa 
とかなり広いが、そのうちの 
１／５（甲子園球場６コ分） 
を使っている。 

■指定管理者制度の光と影 
 経営面では平成１８年度から指定管理者制度にな
った。独立採算制で４年ごとの見直しがあり、よい
提案をした会社や団体が経営できる。今は神戸みの
りの公社が管理運営をしている。常に新しい企画が
必要で、お客様の喜ばれること、以前なかったこと
をしたいと皆が思うようになってきた。しかし、４
年では長期的視野に立った仕事ができず、設備投資
も回収できない。飼育管理の技術は１年や２年では
一人前にならず経験や長期的育成が必要だが、４年
期限では正職員が雇えず、育成できない悩みがある。
 

講演 

●牧場の歴史と現状 

●牧場の動物 

●牧場のイベント・体験など 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：０５～１３：１５ 

２．講   演：１３：１５～１４：１５ 

３．休   憩：１４：１５～１４：２５ 

４．質疑応答：１４：２５～１５：４５ 

第１０７回テーマ：六甲山牧場の歩みと運営 

第１０７回市民セミナーの流れ

少人数でざっくばらんな交流 

牧場のシンボル・サイロ

河村さん 

２．牧場の動物たち 
■一番たくさん飼っている羊 
 牧場では羊が一番多く、 
毛と肉を取るコリデール種 
を１３０頭飼っている。羊 
は毛が生え代わらず、毛が 
長いと夏越できないので５ 
月に毛刈りする。 
 １２８頭がメスで２頭が 
種オスだ。子供が冬の寒さ 
で死なないよう春に出産さ 
せる。そのため、９月から１１月まで種オスをメス
の群れの中に放す。毎年２月頃から１００頭もの子
供が生まれるが、２０頭は後継用に残し、あとはラ
ム肉になる。親も老齢になると肥育農家に売られ，
大きい羊はマトン、子羊はラム肉になる。このほか、
肉用のサフォーク種も２頭いる。 

■羊の追い込みショー 
 平成１８年にオーストラリアから現役の牧羊犬を
購入した。睨みつけて羊を追うタイプで、羊を追っ
ている時の険しい顔と追い込みが終った後の軟らい
顔が見られる。その子も追い込みショーをしている
が、羊になめられているようで言うことをきかない
ので、なんべんも失敗する。普通１０分か１５分で
終るところ、３０分もかかり、結局「今日はできま
せんでした」とあやまる事もある。逆に、うまくい
った時は拍手をもらえる。 

■牧場といえばホルスタイン 
 牧場では１２頭飼っている。母牛は乳がはると痛
いらしい。毎日搾乳に誘導していると、「ここに来た
らお乳搾ってくれるんや」と分かってきて，朝には
順番に入ってくるようになる。牧場では朝９時、夕
方６時に搾乳する。搾乳を止めると牛の調子が悪く
なるので毎日休まず搾り続ける。１回１０～１５ｋ
ｇくらいの牛乳がとれる。 
 生まれた子供は４０ 
ｋｇ程で、メスは皆残 
す。１年半くらいで出 
産できる状態になり、 
獣医さんが人工授精を 
し、受精後２８０日程 
で子供を産む。初乳に 
は抗体が含まれている 
ので、初めの１週間は 
母牛から搾った乳、その後は粉ミルクを与える。 
 オス牛は生まれてから授乳体験に使った後２か月 
 

コリデール種の子羊

ホルスタイン 
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以内に肥育農家に売られ、１年半くらいで肉になる。
メス牛でも６、７年で乳の出が悪くなり、肉用に肥
育される。大きいものはそのまま屠殺場で肉になる。
１年１産で、１年のうち子供を産む前の２か月（乾
乳期）を除いて１０か月は搾乳するサイクルとなる。
人間に取られてばかりでかわいそうだが産業動物と
いわれる家畜なので、乳を搾られ年をとれば肉にな
って人間の役に立つ。 

３．牧場イベント、体験など 

■動物と自由にふれあえる魅力 
 小型馬のポニーで乗馬体験ができる。オスは気性
が荒いので小さい時に去勢をする。木曽馬や道産子
（北海道和種）も乗馬体験に使う。生まれた子牛は
牧場のなかで授乳体験に使う。 
 羊はふれあい広場 
で客様に餌をやって 
もらう。この１月に 
サフォーク種の羊が、 
ちょうど日曜日でお 
客様が見ている前で 
赤ちゃんを産んだ。 
赤ちゃんが立ち上が 
る時には「がんばれ、 
がんばれ」と声が上がった。 

普通は牧場の中の柵の中に羊がいるが、六甲山牧
場は園内をどこでも自由に羊が歩き回って羊との垣
根が無いのが特長だ。逆に、一番危険も多い。口蹄
疫の流行以後、お客様すべてに入口で足の裏と手の
消毒をしてもらっている。 

■食を楽しみつつ食を考えてもらう 
 売店では神戸チーズ（カマンベール）、搾りたての
牛乳、神戸チーズ入りソフトクリームを売っていて
人気がある。ＱＢＢチーズ館はレストランと展示ホ
ールでチーズづくりなどの展示と売店がある。チー
ズ館横がまきば夢工房でチーズ、バター、アイスク
リームづくりの体験ができる。 
 六甲バター株式会社にチーズつくり体験のノウハ
ウや設備拡充のスポンサーになっていただき、最近
は共同でピザ用の石窯を設置した。 
 牧場では、「飼っている家畜から命の恵みをいただ
き人間が生きているのだ」ということを食を楽しみ
ながら考えていただく体験型イベントをしている。

河村 貴司：かわむら たかし 
神戸市立六甲山牧場 場長 

〒657-0101 神戸市灘区六甲山町中一里山 
電話：078-891-0280 FAX： 078-891-0592 
e-mail: boss@rokkosan.net 

◆参加者の声 
・ＤＶＤで見た情景はまさにのどかな牧場でした。 

・動物の数が少なく、羊の牧場が売り物だと思った。 

・最盛期のように市営バスの運行を望みたい。 

・市民が２割とは少ない。もっと市民が行ってほしい。 

・指定管理者更新のため、画期的な企画を創って下さい。

◆参加者：１５名（５０音順・敬称略） 
泉 美代子 牛飼 勇太 岡井 敏博 岡  敏明 
岡本 正美 河村 貴司 久保 紘一 小室 勝子 
小室 哲郎 小室氏の知人２名    関口 泰生 
堂馬 英二 寺垣 耕平 前田 秀二 

◆参考・配布資料など 
・レジメ：「神戸市立六甲山牧場の紹介」 
・ＰＰＴ：「神戸市立六甲山牧場」 
・ＤＶＤ：「神戸市立六甲山牧場ＰＲ」 
・パンフレット：「神戸市立六甲山牧場」 

 市民セミナーVol．107 
六甲山牧場の歩みと運営
／河村 貴司 
2012 年 2 月発行 

 

■牧場ファンを育てる 
 動物との触れ合いや 
飼育員を通じて食や命 
の大切さを子供たちに 
伝えようというのが酪 
農教育ファームだ。 
「牛乳は本来は牛の子 
供が飲むのを人間がい 
ただいているもので、大切にしよう」という趣旨
だ。牧場の意義もこのことを市民に伝えることで、
きちんと伝えて将来牧場ファンになってもらうの
も期待している。 
 動物を扱う専門学校に協力して、飼育員にあこ
がれている学生に研修の場を与えている。研修生
に働いてもらい飼育現場のノウハウを教えてい
る。美術術学校から「牧場のイメージでポスター
やキャラクタを作りたい」という声があり、牧場
の意義も説明し、若い人の目で見る牧場のイメー
ジでデザインをまとめてもらう取組もしている。

質疑応答 
■若者の企画を聞いて一緒に活動できるか？ 
牧場のコンセプトに合うなら歓迎。 

■どこからのお客さんが多いの？ 
神戸市２割、兵庫県と大阪が３割、京都、大阪の団

体客を狙う。 
■バスなど交通の便が悪いのでは？：  
はじめからダメと思わずに神戸市に提案してみ

る。六甲山上関係者と連携して働きかけたい。 

まとめ(河村さん) 
 同じイベントの繰り返しではお客様に喜んでもらえな
い。既存施設の中で何か新しいものができないか常
に考える必要がある。私たちがいつも牧場を見ている
視点とは違う若い人の視点で見てもらい、新しいもの
を提案してもらい牧場の魅力アップを図りたい。 

事務局より  
入場者減や指定管理制度の制限の中での牧場経

営の苦労が偲ばれた。しかしその中で、六甲山牧
場は牛や羊を育てるだけでなく将来の牧場ファン
や動物や命を慈しむ人の心も育てていたのだ。 

これは六甲山上での活動の原点である。忘れな
いようにしたいものだ。 

サフォーク種の羊の親子 

チーズづくり
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  月日 テーマ スピーカー 

97 4/16 『六甲山と命名した小惑星』
大西 道一 おおにし みちかず 

ＮＰＯスペースガード協会・理事

98 5/21 『酒造りと水車』 
村田 祥 むらた しょう 

菊正宗酒造 記念館・館長 

99 6/18 『六甲山とスポーツ』 
高木 應光 たかぎ まさみつ 

ＮＰＯ神戸居留地研究会・事務局長

100 7/16 『六甲山麓の名塩和紙』
谷野 武信 たにの たけのぶ 

人間国宝・雁皮紙製作技術保持者

101 8/20 『六甲山を隅なく歩く』 
大津 陸郎 おおつ ろくろう 

やまゆき会・前副会長 

102 9/17
御影高校生の『六甲山のキノ

コの多様性に関する研究』

兵庫県立御影高校・環境科学部
生物班 

103 10/15 『唐
から

櫃
と

村と六甲山』 
新井 昇 あらい のぼる 

有野町民族文化保存委員会・会長

104 11/19 『六甲山系と野鳥風景』 
髙城 芳治 たかじょう よしはる

野鳥風景写真家 

105 12/17
『こうべ森の学校の歩みと

展望』 

東郷 賢治 とうごう けんじ 

こうべ森の学校・代表 

106 1/21 『六甲山の旗振り山』 
柴田 昭彦 しばた あきひこ 

大阪府立東大阪支援学校 首席・教諭

107 2/18
『六甲山牧場の歩みと

運営』 

河村 貴司 かわむら たかし 

神戸市立六甲山牧場・場長 

108 3/17
『「岡本の梅」の復興を

目指して』 

堤 健 つつみ たけし 

梅一つ火会・事務局 

六甲山の広場
六甲山の広場 Vol. 107 

2012 年 2 月発行 

編集制作（連絡先）：六甲山を活用する会・事務局 （２月１日より下記住所に移転） 
〒657-0028 神戸市灘区森後町２-３-７ ワークスタイル研究所内 

ＴＥＬ：０７８－８５６－４７５６ ＦＡＸ：０７８－８５６－６６１６ 
E-Mail：info@rokkosan-katsuyo.com http://www.rokkosan-katsuyo.com/ 

 平成２３年度の市民セミナー（通算回数） 

 

六甲山自然保護センターの活用や六甲山上での各種の催しを案内し、市民の
交流を図るコーナーです。情報の交換や催し物にこぞってご参加ください。 

堤さん 

 

森林ボランティア活動の展開 

これまで７年間にわたって、記念碑台周辺の
近畿自然歩道と隣接する雑木林の環境調査や保
全･整備を続けてきました。平成２４年度から３
年間、兵庫県緑化推進協議会の「森と緑のふれ
あい支援事業助成金」で、「六甲山上近畿自然歩
道を市民が親しむ散策コースに改修･整備」を進
めることになりました。現在、関係機関や地権
者の皆さんと協議して、実施計画を検討してい
ます。確定次第、ご案内をいたします。 
つきましては、環境保全･整備活動に市民ボラ

ンティアとしてご参画をお願いしたいと思いま
す。ご関心のある方はご連絡ください。 

共生のひろばで口頭発表 

 
 
 
 
 
 
 
                                

伝 言 板 ニュース 

六甲山を活用する会の活動 
2/ 8：2月度幹事会 
2/ 9：「ぱるたうん」が取材 
2/10：ひとはく・ポスター展示搬入 
2/11：ひとはく・７回共生のひろばで発表 
2/18：1月度定例環境整備活動＋月例環境学習 
2/18：第107回市民セミナー 
2/20：都市問題研究会第 8回（最終回） 
2/26：六甲山上自然学校委託・講演とガイド 
2/27：神戸市森林整備事務所訪問 

3/ 7：3月度幹事会 
3/17：3月度定例環境整備活動＋月例環境学習 
3/17：第108回市民セミナー（シリーズ最終回）
3/末：平成23年度助成金報告 
3/末：平成23年度決算 
3/末：平成24年度年会費更新案内 

第１０８回の講師は堤 健さんです 

次回は市民セミナー９年間のシリー 
ズの最終回になります。梅一つ火会 
事務局の堤 健さんに、「岡本の梅」 
の復興を目指してをテーマにお話し 
いただきます。定年後のビジネス・ 
パーソンが地域貢献活動をしている理想的な事例で
す。旬の梅話を堪能しながら、市民セミナー１０８回
で交流を楽しんでいただきたいと願います。（事務局）

来期からの市民セミナーは４回開催 

ご愛顧いただいた毎月開催の市民セミナーのシリー
ズは１０８回でいったん終了して、蓄積した情報の広
報に注力します。平成２４年度からは４･６･８･１０
月の４回に絞って、六甲山自然保護センターで開催し
ます。午前中は近畿自然歩道と「まちっ子の森」の自
然散策も併催し、六甲山上の自然環境に親しんでいた
だきます。新しいシリーズにもこぞってご参加いただ
くよう、お願いいたします。（事務局） 

ひとはく共生のひろばで発表 

２月１１日に県立人と自然の博物館で、ひと
はく第 7 回共生のひろばが開催されました。当
会はポスター発表と口頭発表を行いました。口
頭発表では、六甲山 
の雑木林で“まちっ 
子の森“づくり、と 
いうテーマで、子ど 
もパークレンジャー 
参加者の西山ファミ 
リーにも、体験紹介 
していただきました。  


